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地域とともにある学校 
 

校長 青坂 信司 

 

◆昨年、中学３年の生徒たちが、総合的な学習の時

間に酪農の学習をしました。酪農地帯に住みなが

ら、あまり酪農や地域のことを知らないのではな

いか。もっと地域を愛し、地域に誇りを持てる生

徒であってほしい。そんな願いから、地域の基幹

産業である酪農のことを、より深く学ぼうという

ことで実施しました。その学習の中で、地域の方

に講師になっていただき、お話をしていただきま

した。私も、参観させてお話を聞きましたが大変

興味深いことばかりでした。この地域に住みなが

ら、この地域のこと、特に歴史的なことを知らな

いなと痛感しました。 

 

◆そこで、もっと深く知りたいと考え校長室の書棚

を漁りました。地域の歴史を知ることができる書

籍・資料がないかと探したのです。すると、一冊

の茶色になった古ぼけた冊子がありました。『別

海町、中標津町の地名研究』発行者は「樽前自然

教育研究所」というところです。昭和６１年に発

行され、非売品となっていますから、ほとんどの

方は見たことがないと思われます。 

 

◆「西春別」についての記述もあります。その中の

一節に次のように書いてあります。 

「この地区の開発は戦争遂行の歴史と深く関わってお

り、それは現在にまで至っているのである。即ち、

陸軍軍馬補充部の設置と計根別第４飛行場の建設で

ある。このため開拓入植者或いは市街地入植者が再

三にわたって立ち退き移転を命じられるという数奇

な運命をたどることになったのである」      

 

◆駅前地区の発展について、次のように書いてあり

ます。ほんの一部ですが紹介します。 

「戦争中は、軍馬補充部の設置による西春別市街の発

展に較べれば遅滞した成長であったが、戦後になっ

て、原野への入植が急増するに伴って、別海村西部

地区開拓の拠点として著しい発展を遂げ、別海市街

（旧西別）に次ぐ別海第二の市街地となったのであ

る」 

 

 

◆「戦争遂行の歴史」「西春別における旧市街と駅前

との関係」など、私自身深くわからなかったこと

が、『別海町、中標津町の地名研究』の冊子から読

み取れます。 

 

◆地域の歴史を知れば知るほど、その地域に愛着が

わきます。歴史と言ってしまえば、何か難しいこ

とのように感じます。しかし、この地域に住む父

さん、母さん、じいちゃん、ばあちゃんたちがど

のように生きてきたのか、その生き方の裏側には

どのような思いや願いを抱いて生きてきたのか

を知ることが、歴史を知る第一歩だと思います。 

 

◆校舎が新しくなります。全面改築です。今年度、

設計し、平成２７年度、２８年度の二ヵ年をかけ

て校舎を新しくします。そして、２９年度には体

育館も新しくします。そして、３０年度、外溝工

事に着手します。つまり、これから五ヵ年をかけ

て上西春別中学校が生まれ変わるのです。 

 

◆その際、どのような校舎にするのか。それを考え

ることは、とても大切なことです。１０年後、２

０年後を考えるだけでなく、５０年、１００年後

を考えた校舎、学校づくりが求められます。その

一番のキーポイント、それは「地域とともにある

学校」「地域に根ざす学校」ということだと私は考

えています。 

 

◆もちろん、校舎を建てるということは、別海町が

町として考え構想していくことですから、一校長

である私が言うべきことではないかもしれませ

ん。しかし、「地域とともにある学校」という考え

方をきっとどなたも否定されないでしょうし、こ

の地域の多くの方々から賛同していただける考

え方であると私は確信しています。また、そうで

なければ、ただ単なるハコモノとしてだけの「校

舎改築」ということになってしまい、「まちづくり」

「人づくり」に寄与できるものとはならないので

はないかとも思っています。 

 

◆今後、生徒たちや保護者、地域の皆様方にも、具

体的にどのような校舎、施設であればよいのかを

お聞きし、少しでも新校舎造りに反映できるよう

にしていく予定です。校舎改築が、この地域の歴

史に新たなページを切り開く契機になればいい

なと思います。「地域とともにある学校」それは過

去から未来につなぐ上西春別中学校の姿でもあ

ります。 
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＜５月行事予定＞４月３０日現在 
 

日 

 

曜 

 

行   事 

部

活 

給

食 

 

バス 

１ 木 朝会／ＡＬＴ 家庭訪問・三者面談 ○ ○ 16:00 

２ 金 開校記念日 △   

３ 土 憲法記念日 陸上記録会(釧路市) △   

４ 日 みどりの日 △   

５ 月 こどもの日 △   

６ 火 振替休日 △   

７ 水 内科検診／ＳＣ 朝マラソン開始 ○ ○ 16:00 

８ 木 委員会 ＰＴＡ三役会 ○ ○ 16:00 

９ 金 中１北方領土／全校ボランティア ○ ○ 16:00 

１０ 土 春季陸上選手権(釧路市) △   

１１ 日 西公民館こども祭り △   

１２ 月 修学旅行結団式 ○ ○ 14:35／16:00 

１３ 火 修学旅行(中３) ○ ○ 16:00 

１４ 水 白鳥号／ＳＣ △ ○ 16:00 

１５ 木 見学学習(中１)／宿泊学習(中２) △ × 16:00 

１６ 金  △ ○ 16:00 

１７ 土 管内バレー選手権(根室市)管内野球大会(中標津町) △   

１８ 日  △   

１９ 月 朝会 ○ ○ 16:00 

２０ 火  ○ ○ 16:00 

２１ 水 ＳＣ ＰＴＡ理事会 ○ ○ 16:00 

２２ 木 職員会議 ○ ○ 14:35 

２３ 金 委員会(拡大)／歯科検診 ○ ○ 16:00 

２４ 土 駅前マラソン大会 春季野球大会(別海町) △ × 12:00 

２５ 日 ＰＴＡ環境整備 △   

２６ 月 振替休業(５月２４日分) △   

２７ 火 教育実習生受入(６月１６日まで) ○ ○ 16:00 

２８ 水 白鳥号／心臓検診(１年)／ＳＣ ○ ○ 16:00 

２９ 木  ○ ○ 16:00 

３０ 金 保幼小中交流研 △ ○ 14:15 

３１ 土 釧新杯陸上大会(釧路市) △   

 

４月７日(月)、別海町教育委員会教育委員・田中

博行様を初め、多数の御来賓の御臨席のもと、平

成２６年度の入学式を行い、２２名の新１年生が

入学しました。立派な態度の２，３年生に見守ら

れ、緊張しながらも、きちんとした返事や姿勢を

心がける新入生の姿が微笑ましく、代表生徒の藤

野綾乃さんの挨拶も、大変素晴らしいものでし

た。１年生の今後の活躍が、大いに楽しみです。 

授業参観、ＰＴＡ総会への出席 
ありがとうございました 

４月２０日(日)、授業 

参観日及びＰＴＡ総会 

を実施しました。生徒 

達の活躍の場面を参観 

していただき、ＰＴＡ 

総会では、保護者２３ 

名出席のもと、新年度 

の計画について協議し 

ました。その後の学級 

懇談では、各学年の実 

態に合わせた話し合い 

が、行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術科の時間講師として、澤野健児（さわのけんご） 

先生が、５月８日に着任することになりました。 

澤野先生は、町内５校に勤務し、本校には、基

本的に、木曜日のみの勤務となります。 

 

  

 

前半の連休を終えて、お子さんの生活のリズム

はどうでしょうか？早寝、早起きの習慣を、ぜひ

とも当たり前に身につけられるよう、ご家庭で

も、よろしくお願いいたします。 

ＰＴＡ役員決定・１年間よろしくお願いいたします 

会 長 松 岡 哲 哉さん(１Ａ) 

副会長 神 田 和 正さん(３Ａ) 

     佐々木 美 奈さん(２Ａ) 

     上川床 真 幸さん(１Ａ) 

     鹿 股 博 樹さん(１Ａ) 

監 査 斉 藤 順 子さん(２Ａ) 

    大 仲 孝 昌さん(２Ａ) 

    澤 田 美 穂さん(１Ａ) 

 

 

 

 

１年生・美術の授業 

ＰＴＡ総会の様子 


